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This research note is the case study about the logistics cluster in Chengdu, China. In addition to a detailed description 
of the construction of the railway container center station, construction of logistics parks, government incentives to 
promote the logistics industry, and the creation and establishment of core transportation services, the study considers 
the logistics services provided by the companies present in the logistics parks. Another focus of the note is a unique 
feature of the logistics cluster in Chengdu, the inclusion of a commercial sub-cluster within it. The effects of features 
like this on the development of the logistics cluster are also considered in this research note. 
 










成都は面積 12,390 ㎢、人口 1,417 万人の中国内陸部における中核都市の 1 つである。中
心市街地の面積は 598 ㎢で人口は 529 万人に達する（いずれも 2015 年現在）。人口規模で
は中国 4 位の大都市である。同市は古くから中国西南地域における商業の中心地として栄
＜研究ノート＞ 














































































                                                        
4 中国の旧鉄道部（現在は「鉄道総公司」に名称変更）は、拠点直行方式のコンテナ定期列車（中国語名
「集装箱班列」）の専用ターミナルとして、全国の重要港湾や交通要衝の都市に計 18 ヵ所の鉄道コンテ
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成都センター駅には、構内での作業能力と作業効率を高めるために、1,159 ム（1 ムは約
660 ㎡）の広い敷地で最新鋭のインフラ整備と自動化の導入が積極的に進められている。
2010 年 3 月 16 日に稼働した同センター駅は、構内に横列貫通式の荷役ラインセット 2 本
を設置している。将来的には荷役ラインセットをさらに 3 本増設する計画である。各ライ









実績は 2013 年の 37.6 万 TEU（Twenty-foot Equivalent Unit、20 フィートコンテナ換算）か
ら、2016 年の 56 万 TEU まで伸びており、稼働中の全国 11 ヵ所のセンター駅の中にあっ


















（図 2）。さらに近隣の工業団地も取り込む予定で、総面積は 64 ㎢にのぼる巨大な複合的
産業団地となる。現在、工業団地を除く成都国際鉄道港はすでに運営を開始し、国内外か
ら多くの大手企業が入居して事業展開している。入居企業のうち、フォーチュン 500 にラ
ンキングされている企業が 27 社、国内上場企業・業界トップクラス企業が 72 社（2015 年
                                                        
6 成都センター駅のコンテナ取扱実績は、成都国際鉄道港管理委員会への聞き取り調査（2017 年 2 月 28
日）より確認した。なお、筆者は 2014 年 2 月 21 日に、成都国際鉄道港管理委員会の前身である成都青
白江物流园区管理委員会を訪問し、聞き取りを実施した。 
輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成（Ⅳ） 
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このような大規模な物流企業は、物流園区内に広い用地を構えるとともに倉庫と事務棟
を建て、顧客に多様なサービスを提供している。中国大手物流企業の遠成物流は、6,000 万



































                                                        









工業有限会社は 7,100 万米ドルを投じ、326 ムの工業用地を取得した。フル稼働後は、一日
あたり小麦 3,600ｔと米 1,200ｔを加工することができ、年間 50 万ｔの取扱キャパシティ
を有し、年間生産額が 35 億元に達する工場になる見込みである10。 
自動車産業の集積も進んでいる。成都国際鉄道港に入居している中国重汽集団成都王牌










ーに対しては、年間取扱貨物量が 2 万 TEU（或いは 40 万ｔ）以上、または前年比 10％以
上増加した場合に 10 万元の補助金を与える。また、成都国際鉄道港内の税関で輸出入コン





























年間貨物量 2 万 TEU（或いは 40 万ｔ）以上、または前年比




年間売上高 500 万元以上：5 万元  
同 1,000 万元以上：8 万元  
同 2,000 万元以上：10 万元
新規サービス貿易会社 
年間売上高 100 万元以上：5 万元  
同 200 万元以上：8 万元  
同 500 万元以上：10 万元
売上高が前年比 100％以上増加した
企業 
年間売上高 100 万元以上：5 万元  
同 200 万元以上：8 万元  











※最大 2 年間、年間最大 50 万元まで補助 
②1 回につき 20 万元まで融資した少額融資企業に対して、
第 4 半期平均融資額の 2％を補助 




※最大 2 年間、年間最大 50 万元まで補助 
中小企業向けの融資制度を設けた
銀行 
中小企業 1 社に 1 回 500 万元以下融資し、または年間総融資
額 5 億元増加した銀行に対して 10 万元補助 
※1 銀行につき最大 50 万元まで補助 
特定産業を対象とする補助制度 
完成自動車の輸入 成都国際鉄道港内の税関で完成自動車の輸入手続きを行う企業 
①輸入 CCC 承認 
・自力で取得した企業：80 万元 /承認証 
・承認証を購入した企業：5,000 元/台 
②並行輸入車の修理、交換、返品を保証する保険に加入した




・50 台まで/年：2,000 元/台 
・50～200 台/年：3,000 元/台 
・200 台以上/年：4,000 元/台
電子商取引（EC） 物流団地に入居している EC 企業 
①入居企業数により補助金を支給 
・20～50 社：2,000 元/社 
・50～100 社：3,000 元/社 
・100 社以上：4,000 元/社 
※年間補助金総額 100 万元 
②年間取引額により補助金を支給 
・5,000 万元以上：50 万元 




※1 つのプラットフォームにつき 100 万元まで補助 
④年間売上高 1,000 万元以上、または年間取引額 1 億元以上
の電子商取引プラットフォーム 
・電子商取引：取引額の 2％ 
・越境 EC：取引額の 3％ 
※1 つのプラットフォームにつき 100 万元まで補助 
ゴールドチェーン 大型冷凍冷蔵倉庫基地と共同配送センター 




①保税倉庫を使用した場合、年間最大 3 万元まで補助  
②年間貿易輸出入額により補助金を支給 
・50 万米ドルまで/年：1 万元  
・50～100 万元/年：3 万元 
・50～100 万米ドル/年：8 万元 
・200 万米ドル以上/年：20 万元
オフィス賃貸 
自社用オフィス 40 ㎡までは、1 ㎡につき毎月最大 25 元で提供 
営業用オフィス 100 ㎡までは、1 ㎡につき毎月最大 20 元で提供 
国有オフィスを借りる場合 自社用は 40 ㎡以下、営業用は 100 ㎡以下の場合、全額補助


















40 フィートコンテナ 41 個以上を載せ、成都とヨーロッパ間を最短 10 日で走る。2015 年 8
月から復路運行も開始した。 











2016 年 9 月には成都からトルコのイスタンブールに至る南ルートの運行が始まった。ト





シア大陸に広がる（図 4 と表 2）。 
 
  













































2016 年 9 月 












































始した 2013 年の 31 便から、2014 年に 45 便、2015 年に 103 便、2016 年に 460 便へと順調












6.7 億元、売上高は 50 億元超（2015 年度）。発足以来、西南地域の物流リーディング・カ
ンパニーを目指して業容拡大を続けてきた。 





年 2 月 28 日に実施）に基づく。 
＜研究ノート＞ 
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中国物流と購買連合会から 4A 級物流企業と認定されている同社は現在、12 の支社・子
会社を擁し、総従業員数は 750 人。保有する倉庫施設は合わせて 1,300 ムの敷地面積、30
万㎡の保管面積に達し、年間 8 万 TEU のコンテナの取扱能力をもっている。なお、同社は











同社の 2015 年度売上高は 1.8 億元に達したが、2016 年度に 1.5 億元と約 16％の減収と
なった。売上高の約半分は商品の販売代理で占められており、2016 年度の減収分は販売代
理額の減少によるものであった。敷地内に、3.5 万㎡のコンテナヤードと保管面積 1 万㎡の
高床式倉庫があるが、倉庫面積が不足のため、さらに１万㎡の倉庫を建設する計画が立て



















                                                        
16 四川物流のホームページを参照した。 
17 四川物流コンテナの経営者の説明によると、当時の土地譲渡価格は１ムあたり 30 万元前後とかなり優
遇的な条件だったという。 
輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成（Ⅳ） 







































                                                        
18 中鉄物資成都に関する記述は、同社への聞き取り調査（2017 年 2 月 27 日に実施）に基づく。 
＜研究ノート＞ 




もともと枕木加工工場であった二仙橋の基地内に、総延長 11 キロ超に上る 8 本の引込専
用線、重量物の荷役に適する建屋とクレーンが装備されたため、順調に鋼材の取扱いを拡
















































東方物流は 2008 年 10 月に成都国際鉄道港で 201 ムの土地を取得し、2009 年 1 月に路威
特物流を設立した。建物と設備の建設は 2010 年に開始し、2012 年に第 1 期工事が完了し、























                                                        
19 路威特物流に関する記述は、同社への聞き取り調査（2017 年 2 月 27 日に実施）に基づく。 
20 総合物流会社である東方物流は、中国東方電気集団有限会社の子会社である東方タービンの運輸部門で
あった。東方物流は 1997 年に東方タービンから分離して独立し、2004 年に完全民営化となった。 
＜研究ノート＞ 




















などをも主要事業としている。同社は 2009 年 3 月に企業登録し、青白江バルク貨物物流
園区で 520 ムの土地を取得して食品卸売市場を建設した。食品卸売市場の総投資額は 25 億
元、2013 年 11 月に運営を正式に開始した。 
食品卸売市場の敷地内には、3 階建ての取引センターと、7 階建ての冷凍倉庫が併設され
ており、主に冷凍食品を扱っているが、2016 年からは常温食材も扱うようになった。現在、
入居事業者は 800 軒あり、そのうち 500 軒が冷凍食品を扱う卸売事業者である。これら入
居事業者の殆どは一次卸売事業者であり、流通の範囲は西南地域の全域をカバーしている。
卸売市場に隣接して 28 階建てのマンションが 2 棟建てられており、多くの入居事業者は
これを購入し居住している。銀犁冷鏈の食品卸売市場の平均入出荷量は 3,000ｔ/日、年間




事業者が店舗の所有権を購入している（図 6）。一方、常温食材市場は 1 階に設けられてお
り、現在は約 300 社が入居している。常温食材市場への新規事業者の入居を募集するため、
店舗は無料で貸し出されている。店舗 1 軒の標準的な広さは 20 ㎡で、数軒を使用してい
る事業者もある。3 階は総合サービスエリアである。 
                                                        
21 成都東方凱特瑞環保催化剤有限責任公司（以下、東方凱特瑞）は、東方タービンと成都汇聯住房経営管
理股分有限公司、ドイツの環保熱力有限会社（Envirotherm GmbH）の 3 社合弁で、2004 年 11 月に設立
された。 
22 銀犁冷鏈に関する記述は、同社への聞き取り調査（2017 年 2 月 27 日に実施）に基づく。 
輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成（Ⅳ） 






















庫 5,000 ㎡も併設されている。冷凍倉庫の賃貸は１㎡で 60～100 元/月、営業倉庫の利用料



























川陝貨運交易市場は成都で最も知名度の高い貨運市場の 1 つで、2013 年 5 月に金牛区か
ら青白江区へ移転し、園区を通る重要な幹線道路の交差する場所に立地している。成都凡
易物流有限責任公司（以下、凡易物流）が同市場の運営を担っている。凡易物流は国有企
業である成都城郷商貿物流発展投資集団有限会社の子会社で、2012 年 3 月に設立された。 
青白江区における川陝貨運交易市場の第１期投資額は 1.52 億元、敷地面積 109 ム、建築
面積 3.8 万㎡。市場内には取引センター、駐車場、サービス棟、ドライバー宿泊用のホテ
ルなどの施設が建設されている。駐車場の最大収容台数は 700 台で、日あたり平均駐車台
数は 400 台、市場を出入りするトラックは 1 日あたり 200 台程度である。サービス棟には
132 軒の店舗があり、自動車の修理業者、アフターパーツの販売店、レストラン、美容室、
銭湯、診療所などのサービス事業者が入居している。ドライバー宿泊用のホテルは 485 室、







川陝貨運交易市場は、もともと成都市物資局が 1994 年に旧川陝路沿い（第 2 環状線と
第 3 環状線の間）で 10 ㎢ほどの空き地を利用して、長距離トラックの駐車場としてスタ
ートした。2003 年に成都市の都市開発計画に基づいて、第 3 環状線と第 4 環状線の間の金
牛区に移転し、2013 年にほぼ同様の理由により、第 4 環状線と第 5 環状線の間の青白江区
に再度移転した。 








                                                        
23 川陝貨運交易市場に関する記述は、同市場の運営・管理を担っている凡易物流への聞き取り調査（2017
年 2 月 28 日に実施）に基づく。 
輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成（Ⅳ） 













大貨運市場のうち、川陝貨運交易市場を含む 3 社のみ青白江区に移転し、他の 5 社は自主














































中鉄八局は成都センター駅から 50ｍほどの至近距離の場所に 1.5 億元を投資し 168 ムの
用地を取得した。敷地内には物流倉庫 1.9 万㎡、コンテナヤード 6 万㎡、事務棟 1.2 万㎡を
設けて、中鉄八局集団現代物流をここに移転させた。同敷地内には、3 台のリーチスタッ
カ （ーうち自社保有 2 台）、最大積載荷重 2.5～16ｔフォークリフト 30 台、コンテナトレー
ラー9 台を保有し、それ以外にも協力会社のトレーラー数十台と園区内の貨運市場に出入
りするトレーラーを利用している。同社の年間取扱コンテナは約 2 万 TEU と、2015 年以







テナヤードでの保管料は、かつてはコンテナ 1 個 180 元（20 フィート）と 360 元（40 フィ
ート）であったが、現在では 50 元台となっており、同社のような好立地のコンテナヤード
でも従来の 1/3～1/7 料金水準にしかならない。 
中鉄八局集団現代物流の責任者は中欧班列に関心をもつが、業務として本格的に関与は
していない。まず中欧班列は特定の企業により運営・管理されており、参入が難しいこと
                                                        
24 中鉄八局集団現代物流に関する記述は、同社への聞き取り調査（2017 年 2 月 28 日に実施）に基づく。 
25 中鉄八局集団現代物流のホームページより。 
輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成（Ⅳ） 
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